３号会員　公私社会福祉事業者対象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中京区地域福祉推進委員会
社会福祉施設・事業所と地域連携に関するアンケート調査
時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、本会運営に格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。

貴施設・事業所におかれましては、従来から近隣学区や地域との交流や事業への協力等、さまざまな形で地域と連携した取組を進めておられるかと存じます。平成２８年４月社会福祉法改正で、社会福祉法人の「地域における公益的な取組」が注目され、その推進が求められております。
そのような情勢の中、京都市では本年６月より「福祉のまちづくり体制整備事業」を開始し、中京区地域福祉推進委員会が事業委託を受けました。この事業は、地域住民、社会福祉施設・事業所、関係機関・団体、行政等の協働を推進するもので、協働の取組を共有・発信することで、地域福祉の推進を図ることを目的としています。
　つきましては、社会福祉施設・事業所の「社会資源情報」や「地域と連携した取組」を情報収集し、ホームページ等を通じて、広く情報発信を行うとともに、高齢者の支え合いに関する取組につきましては、地域支え合い活動創出事業と連携し、より効果的に取組推進できればと考えています。
ご多忙のことと存じますが、貴施設・事業所の現況につきまして、ご回答くださいますようよろしくお願い申し上げます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中京区地域福祉推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　村上　繁樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局：中京区社協）
◆回答者情報

	貴施設・事業所
	ご記入者


	
	


※本調査の様式データを、中京区社協ホームページ（https://nakagyo-syakyo-kyoto.jp/）
に掲載しております。ご入力後、中京区社協へメール（fukusi06@mediawars.ne.jp）でご提出いただくことも可能です。
アンケート調査の前に
①ご回答内容について、詳細を確認させていただいた上、ホームページや冊子等で使用させていただいてよろしいでしょうか？
以下の該当するものをお選びください。（該当項目に☑ください）
□ホームページや冊子等で、公表してかまわない。

□委員会の内部資料としてのみ、使用してよい。
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②恐れ入りますが、令和元年９月６日（金）必着で、同封の返信用封筒にて、中京区社協までご提出くださいますようお願い申し上げます。

（１）地域住民向けの講演会、学習会等の開催
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）イベントの開催等、地域住民との交流
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（３）地域住民、学生等のボランティア育成
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（４）福祉関係養成校等からの実習生の受入
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（５）会場や備品の提供
　　　　⇒詳細は、問２でご回答ください。
（６）福祉避難所への登録
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（７）生活困窮者を対象とした生活支援
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（８）地域の高齢者を対象とした昼食会、配食サービス
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（９）地域の高齢者を対象としたサロン等の居場所づくり
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（10）地域の高齢者の安否確認
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（11）障害のある方の支援技術取得のための講習
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（12）障害のある方を対象とした生活支援
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（13）地域の子育て世帯の交流の場の提供、園庭開放や出前保育
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（14）未就園児の保護者に対する子育て相談、子育て講座
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（15）災害発生時の子どもの一時預かり等の協力
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（16）その他
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）施設スペース・会議室の貸出（会議やサロン開催等）→問２-①へ

（２）施設が所有する備品の貸出→問２-②へ

（３）施設が所有する送迎車両の活用（デイサービス等の送迎時間以外等）

（４）専門性を活用した福祉・健康相談、出前講座等への職員派遣
（５）その他→問２-③へ




（Ａ）職員体制上、連携して取組を行うことが難しい
（Ｂ）取組を行う財源がない・不足している

（Ｃ）地域ニーズの把握が難しい
（Ｄ）地域と連携したくても窓口がわからない
（Ｅ）地域に提供できる場所・スペースがない
（Ｆ）地域に貸出できる機材等がない
（Ｇ）どのような取組が求められているかわからない
（Ｈ）その他→自由記述欄にご記入ください


その他、中京区地域福祉活動計画推進協議会・中京区地域福祉推進委員会や、地域福祉活動へのご意見などをお聞かせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご協力いただきありがとうございました
問１


現在、貴施設・事業所が取り組んでいる「地域における公益的な取組」について、あてはまるものの番号に○をつけ、取組の具体的な内容を（　）内にご記入ください。





問２


貴施設・事業所において、地域に提供可能な内容はどのようなことですか。該当するものすべてに〇をつけてください。








問２-①　問２で（１）と回答された方は、貸出できるお部屋についてご記入ください。


・利用可能曜日（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


・利用可能時間（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）


・利用対象（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


・最大収容人数


　※イスのみ使用（　　　　　　）名　　　※机・イス使用（　　　　　　）名


・利用料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


・備考（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





問２-②　問２で（２）と回答された方は、貸出できる備品の内容をご記入ください。


例）車いす、レクリエーション用具





問２-③


問２で（５）と回答された方は、その他の内容をご記入ください。





問３


貴施設・事業所と地域が連携する上での課題と感じている項目について、該当するものすべてに〇をつけてください。








（Ｈ）その他　自由記述欄





その他・自由意見








